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NPO法人ゆに

https://www.unikyoto.com/
障害者高等教育研究支援センター 障害者高等教育

拠点事業

https://krk-ntut.org/contents/visually_impaired/
視覚障害支援ハンドブック（函館視力障害センタ

ー）

https://www.rehab.go.jp/hakodate/files/handbook.pdf
京都ライトハウス

https://www.kyoto-lighthouse.or.jp/
京都南部アイセンター

https://kyosikyo.sakura.ne.jp/contents/read/id/136
京都府南部視覚・聴覚支援センター

https://www.kyoto-be.ne.jp/rou-s/cms/?page_id=5977
京都府視覚障害者協会 ガイドヘルプステーション

https://kyosikyo.sakura.ne.jp/

関西SL
http://kansaisl.web.fc2.com/
京都市障害者地域生活支援センター

https://www.hatarakimahyo.jp/worker/worker-
1510/
京大HEAP
https://www.assdr.kyoto-u.ac.jp/heap/
サピエ図書館

https://www.sapie.or.jp/cgi-bin/CN1WWW
国立国会図書館

https://www.ndl.go.jp/jp/library/supportvisual/gepp
o201501/article03.html
京都 相談窓口一覧

https://www.pref.kyoto.jp/ksc-
soumu/news/documents/egao_p46-48.pdf

見えない・見えにくい人たちの相談窓口

https://www.pref.kyoto.jp/ksc-soumu/tuyomi/rennrakusaki.html

京京都都ロローービビジジョョンンネネッットトワワーークク

社社会会福福祉祉法法人人 京京都都ラライイトトハハウウスス

社社会会福福祉祉法法人人 京京都都視視覚覚障障害害者者支支援援セセンンタターー

社社会会福福祉祉法法人人 丹丹後後視視力力障障害害者者福福祉祉セセンンタターー

健健康康福福祉祉部部家家庭庭・・青青少少年年支支援援課課 家家庭庭支支援援総総合合セセンンタターー
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スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

聴覚障害とは

聞こえない・聞こえにくい状態であり，

社会的障壁により

継続的に日常生活又は社会生活に

相当な制限を受けるもの

66

「個人モデル」と「社会モデル」
「障害」の所在を
＞その人の心身の機能に置く・・・
＞目的達成が可能かどうかに置く・・・

55

「個人モデル」と「社会モデル」

聞こえない学生が、授業の内容を聞きたい

個人モデル
聞こえなく、授業の内容を理解できないのは聴覚障害
学生に原因がある

社会モデル
授業の内容を理解できない原因は大学側にあり、聞こ
える学生のみを念頭に置いた大学に問題がある

44

「個人モデル」と「社会モデル」

社会モデル
社会が「障害」をつくっており、
それを取り除くのは社会の責務

個人モデル
「その人に障害があるから」
克服するのはその人（と家族）の責任

33

いわゆる 聴覚障害とは

「聴覚障害」とは、外部の音声情報を大脳に送るため
の部位（外耳、中耳、内耳、聴神経）のいずれかに障
害があるために、話し言葉や周囲の音が聞こえにくい、
あるいは聞こえなくなっている状態のことをいう。

22

聴覚障害学生支援の変遷

音声認識技術の進展は
ノートテイクを代替し得るのか

佛教大学 学生支援センター
楠楠 敬敬太太  

2025年度 第31回FD・SDフォーラム 第12分科会 多様性配慮と障害学生支援

11

楠　敬太　佛教大学 学生支援センター 講師
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スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12

音声認識

教員や学生の発言をマイクで拾い、ソフトウェアやアプリを用いて音声
を文字に変換し、画面に表示する支援である。
AI技術の進展により、音声認識の精度は向上している。

●UDトーク

https://udtalk.jp

◎iPhoneやiPad,Android端末で使用できるアプリ

◎音声認識の結果を複数の端末で共有することができ、

PCやスマホでリアルタイムで修正ができる。

●Googleドキュメントの音声入力機能

等々 1122

パソコンノートテイクの課題

1111

• 学術的内容を理解しながらノートテイクできる支援者の確保は容易
ではない。

• 多くの大学では、学生サポーターを募集し、独自に研修を実施して養
成している。

• 聴覚障害学生が卒業すると、サポーター養成も終了することが多い。
ノウハウの継承が難しく、支援体制が断続的になりやすい。

聴覚障害の学生に対する支援
【保有する聴覚の活用】
・補聴器
・人工内耳
・補聴援助システム
FM補聴システム・デジタルワイヤレス補聴システム

等々
【視覚情報を活用】
・手話
・ノートテイク（手書き・パソコン）
・音声認識
・映像資料への字幕挿入・文字起こし

等々 1100

大学生活における聴覚障害学生の困難例

（例）
• 授業の内容がわからない 
• 友達との会話に入れない 
• 討議についていけない 
• ちょっとした情報が耳に入らない 
• 状況に合わせた行動が取れない 
• 非常時の情報が得られない

99

大学における聴覚障害学生にとっての社会的障壁

（例）
• 教員の発話が音声のみで提供されている
• 複数人が同時に話す状況
• 口頭連絡のみで重要事項の伝達
• 暗黙のルールが説明されない
• 放送のみで避難指示が出る
• 聴覚障害に関する理解の不足

88

社会的障壁
障害がある者にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁と
なるような社会における事物、制度、慣行、観念その他一切の
ものをいう（障害者差別解消法第二条二）。

社会における事物・・・通行，利用しにくい施設，設備等

制度・・・利用しにくい制度等

慣行・・・障害者の存在を意識していない慣習，文化等

観念・・・障害者への偏見等
77
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スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18

誤認識の課題

■ 音声認識の特徴
1.まず誤変換が表示される
2.数秒後に修正される

例：
×「学生支援センターは配慮学生を廃止する」
〇「学生支援センターは配慮学生を配置する」

→理解が難しい聴覚障害学生もいる

1188

支援の実際

ノートテイクとはまた違う難しさがある
・話している内容を一度頭に保持

・正しい文脈を推測

→ 「言語処理能力」、「集中力」等が必要

1177

支援の実際
修正サポーターの役割
●字幕をモニタリングし、正しく表示されているか確認する。

●誤認識が含まれる場合には、その箇所を修正して再表示する。

●文字だけでは意図が伝わらない箇所があった時に、
ことばを補ったり、修正したりする。

PEPNet−Japan 聴覚障害学生支援のためのナレッジベース

音声認識を情報保障支援に取り入れる前に

https://www.pepnet-j.org/contents/archives/221
1166

誤認識の課題

これから奨学生支援に就いての話をしますね。
大学とかの高等教育機関で、ダイバーシティ＆インクルージョンを考える
ときに、今非常に重要になってくる考え方っていうのが。
奨学生支援だと思う。
です。
障害学生の支援って言うのは、2016年の4月に相が良いを理由とする差
別の解消の促進に関する法律。
ですよね。

1155

専門用語が多い授業、発言が交錯するディスカッション等
では、音声認識の誤変換が生じやすい。

PEPNet−Japan 聴覚障害学生支援のためのナレッジベース

音声認識を情報保障支援に取り入れる前に

https://www.pepnet-j.org/contents/archives/221

音声認識技術の進展は
ノートテイクを代替し得るのか？

1144

授業支援(大学)の変遷（JASSO調査より）

独立行政法人日本学生支援機構

障害のある学生の修学支援に関する実態調査
hhttps://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_shogai_syugaku/index.html

1133
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スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24

グループワークのテイク

男性A/感染症対策でみなさん行っていることはありますか？
女性B/私は、毎日手洗い・うがいをしています。
男性A/使用したPCとかをアルコールでふいています。

◎ ノートテイクが難しいのは
●誰が話しているか分からない。
●二人が同時に話し出す。
●発表者の声が小さい。
●発言がまとまっていない。

2244

では、音声認識はあくまでノートテイクが
提供できないときの代替手段なのか？

2233

話し言葉の難しさ

障害学生への支援っていうのは・・・・。この間、第3次まとめ
が（発表されましたが）、みんな知ってますよね。（文章を読
んで）感動しましたが、文頭に（障害学生への支援は）価
値だ。
（大学教育に）価値をもたらすって、ここにほら、しっかり、
大学教育にね。書かれています。

2222

話し言葉の難しさ

障害学生への支援っていうのは、この間、第3次まとめが、みんな
知ってますよね。感動しましたが、文頭に価値だ
価値をもたらすって、こうほら、しっかり、大学教育にね。
書かれています。

●何に感動しましたか？

●何が、何に価値をもたらしますか？

2211

話し言葉の難しさ

障害学生への支援っていうのは、この間、第3次まとめが、
みんな知ってますよね。感動しましたが、文頭に価値だ
価値をもたらすって、こうほら、しっかり、大学教育にね。
書かれています。

PEPNet−Japan 聴覚障害学生支援のためのナレッジベース

音声認識を情報保障支援に取り入れる前に

https://www.pepnet-j.org/contents/archives/221

2200

話し言葉の難しさ

シラバスの内容を見たり、予定を確認できたりする
あのD-Systemって使いやすいですよね。
なので、私はGoogleのカレンダーで、皆さんと予定を共有しま
す。

Q D-Systemは使いやすいですか？

1199
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スライド 25

スライド 27

スライド 29

スライド 26

スライド 28

スライド 30

手話通訳の在り方

• 手話を用いて話し言葉をリアルタイムに通訳する方法

• 話し言葉を即時に手話へ変換して伝達

• 抑揚・話し手の意図・態度など、文字では伝わりにくい情報も伝達可能

一般的には地域の外部団体へ有料で依頼する形が多く、コスト負担が大きい。
また、学術手話通訳に対応できる通訳者は少ない。

3300

PEPNet−Japan 聴覚障害学生支援のためのナレッジベース

情報保障の基本：手話通訳とは

https://www.pepnet-j.org/contents/archives/3666

ノートテイクと音声認識

ノートテイク（要約筆記）と音声認識で表出される文字情報の性質は違う、

ノートテイク
（要約筆記）

◎不要な言葉を省略・校正しながら、話し言葉を書き言葉に変換す
る。

音声認識 ◎話された言葉、すべてがリアルタイムで文字に変換される。
どちらかいうと、話し言葉に近い。

聴覚障害者のニーズや状況によって、使い分けるのが重要ではないのか！！

ノートテイクも音声認識も支援（合理的配慮）の選択肢の１つ
2299

日本語の曖昧さの問題

発表者/私はこのように考えます。

学生A/たしかにそのとおりだと思います。

学生B/たしかにそのとおりだとは思います。

⇒Bの学生は別の考えを持っている。

学生C/その考えで良いかなと思います。

学生D/その考えで良いのかなと思います。

⇒Dの学生は考えに疑問を持っている。

2288

文末処理
発表者/私の答えはこの通りです。

学生A/その答えは違いますよ。

学生B/その答えは合ってはいませんよ。

学生C/その答えは違います・・・・よ。

学生D/えーっと。えーっと、その答えは違いますよ・・・・

学生E/その答え（最初ボソボソ）、は違いますよ・・・・・

→ノートテイクする場合、不要な言葉を省いて、

全て「その答えは違う」と入力しても良いのだろうか！？

⇒学生それぞれで確信度が違う！！！ 2277

ノートテイクでの文字保障がほとんど完璧であっても、
内容理解にずれが生じることがある。
なぜだろうか？

2266

グループワークの配慮
●進行役を立てる。

Ø 同時に発言しないように注意する。

Ø 聴覚障がい学生も発表できるように心がける。

Ø 学生の聞き取りにくくポイントがあいまいな発言について、「〜というこ

とだね？」というふうに整理して言い直したりする。

Ø 議論の交通整理をする。

●PCテイクの状況を教員・受講生が確認しやすい工夫をする。

Ø PCテイクの表示画面をプロジェクタで写す。

Ø 教員あるいは司会役の手元にPCテイクの提示モニターを置く。

Ø 各メンバーがテイク画面を見られるような座席位置にする。
2255
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スライド 31

スライド 33

スライド 32

誰かが参加機会を失することは
全員が学ぶ機会を損することに

3333

全てに共通する話し手側の配慮の例

• 発言は一人ずつ行うこと。 複数名の発言が重なると、正確に聞き取り・
文字化できないため、必ず順番に発言すること。

• 発言前に名乗ること。 「○○である」と氏名を添えてから発言すること。

• 指示語は具体化すること。 「これを見てください」ではなく、「このスライ

ドを見てください」のように対象を明確にすること。

• 発言はできる限りゆっくり行うこと。 正確な情報保障のため、可能な限

りゆっくり発言すること。

情報保障は支援者のみが行うわけではない
3322

手話通訳の在り方

3311

独立行政法人日本学生支援機構

障害のある学生の修学支援に関する実態調査
hhttps://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_shogai_syugaku/index.html
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